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令
和
3
年
度

決
算
報
告

　　

令
和
3
年
度
の
町
の
決
算
に
つ
い

て
、
９
月
に
行
わ
れ
た
議
会
定
例
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
町
税
や
、
国
・
道
か
ら
の
交
付

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

決
算
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

区　　分 決　算　額 構成比

自
主
財
源

・町税 ２億６９０９万２千円 ７．２％
・使用料および手数料 ７７９７万４千円 ２．１％
・繰入金、諸収入、その他 １億９６５４万６千円 ５．２％
自主財源計 　５億４３６１万２千円 １４．５％

依
存
財
源

・地方交付税 ２０億  ８７４万３千円 ５３．５％
・国庫支出金 ５億  ９０９万６千円 １３．６％
・道支出金 ２億７５３９万９千円 ７．３％
・町債 ２億６５７４万７千円 ７．１％
・地方譲与税、
　地方消費税、その他 １億５１３７万５千円 ４．０％

依存財源計 ３２億１０３６万０千円 ８５．５％

歳 入 合 計 ３７億５３９７万２千円 １００．０％

歳入総額－歳出総額＝１億２，６４８万１千円の黒字となりました。
◎町税の内訳

■町民１人当たりが負担したお金
　２億６，９０９万２千円÷２，６００人＝約１０万３千円

■町民１人当たりに使われたお金
　３６億２，７４９万１千円÷２，６００人＝約１３９万５千円

（R４.３.３１現在の人口）（町税：上グラフ） （歳出総額） （R４.３.３１現在の人口）

町民税　４３．８％町民税　４３．８％ 固定資産税　４４．９％固定資産税　４４．９％

軽自動車税３.５％軽自動車税３.５％ 入湯税０.１％入湯税０.１％たばこ税７.７％たばこ税７.７％

▽一般会計決算の概要
　一般会計の歳入は３７億５，３９７万２千円で、前年度に比べ　
３，５４６万８千円の減額（０.９４％減）となりました。これは、
町債、国庫支出金の減少によるものです。
　歳出は３６億２，７４９万１千円で、前年度に比べ３，９１７万１千
円の減額（１．０７％減）となりました。これは、新型コロナウ
イルス感染症対策に係る補助費や投資的経費の減が主な要因と
なっています。
　また、町民の皆さまに納めていただいた町税の総額は
２億６，９０９万２千円で、歳入全体の７．２％となっています。
一方、主な依存財源である地方交付税は２０億８７４万３千円で
歳入全体の５３．５％を占めています。

区　　分 決　算　額 構成比
・総務費 ４億７３７７万０千円 １３．１％
・民生費 ５億７０６０万８千円 １５．７％
・衛生費 ２億８４５２万６千円 ７．８％
・農林水産業費 ３億５１８１万４千円 ９．７％
・土木費 ４億９２９５万２千円 １３．６％
・教育費 ２億５５７０万２千円 ７．１％
・公債費 ３億６３００万５千円 １０．０％
・職員給与費 ５億１９１４万７千円 １４．３％
・その他 ３億１５９６万７千円 ８．７％
　議会費 ３３３１万０千円 ー
　労働費 １４６万０千円 ー
　商工費 ９８０２万３千円 ー
　消防費 １億８３１６万９千円 ー
　災害復旧費 ５千円 ー

歳 出 合 計　 ３６億２７４９万１千円 １００．０％

●歳入

国庫国庫
支出金支出金

道支出金道支出金

町債町債

依存財源依存財源

地方交付税地方交付税

自主財源自主財源

町税町税 繰入金、繰入金、
諸収入、その他諸収入、その他

使用料および手数料使用料および手数料
地方譲与税、地方譲与税、

地方消費税、その他地方消費税、その他

●歳出
その他その他

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

農林農林
水産業費水産業費土木費土木費

教育費教育費

公債費公債費

職員給与費職員給与費
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区　分 歳　入 歳　出 差引収支

国 民 健 康 保 険 ３億３６１９万６千円 ３億３０９８万９千円 ５２０万７千円
国民健康保険
　　診療所事業 １億３０８９万１千円 １億１３９４万４千円 １６９４万７千円

後 期 高 齢 者 医 療 ５５５５万９千円 ５５５５万９千円 ０千円

介 護 保 険 事 業 ５億５４２６万５千円 ５億２１５５万４千円 ３２７１万１千円

公 共下水 道 事 業 １億６１０１万０千円 １億５９１７万５千円 １８３万５千円

合　計 １２億３７９２万１千円 １１億８１２２万１千円 ５６７０万０千円

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を

適
正
に
運
営
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
全
て
の
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
財
政

健
全
化
に
係
る
各
指
標
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の

は
、
健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
と
公
営
企

業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
比
率

が
下
記
の
基
準
を
超
え
る
団

体
は
、
早
期
健
全
化
計
画
あ

る
い
は
財
政
再
生
計
画
の
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

愛
別
町
の
令
和
３
年
度
決

算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比

率
お
よ
び
各
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
も

国
が
定
め
た
基
準
の
範
囲
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
全
化

判
断
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
下
表
の
と
お
り
、
実
質

公
債
費
比
率
は
昨
年
度
よ
り

０
．
２
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
８
．

６
％
、
将
来
負
担
比
率
は
昨

年
度
よ
り
皆
減
し
、０
．
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結

実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

に
お
い
て
実
質
収
支
額
が
黒

字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
率

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
公
営
企

業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
は
、
各
特
別
会
計
に
お
い

て
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
比
率
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
と
お
り
、
法
律
に
基

づ
く
４
つ
の
指
標
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
を

満
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
町
債
の
残
高
や
決

算
に
占
め
る
公
債
費
は
高
く
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
も
高
水
準

で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
持
続
可
能
な

健
全
財
政
の
確
立
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

区　　分 Ｒ元年度比率 R２年度比率 R３年度比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ー ー ー １５.０％ ２０.０％
連結実質赤字比率 ー ー ー ２０.０％ ３０.０％
実質公債費比率 ８．３％ ８.８％ ８.６％ ２５.０％ ３５.０％
将来負担比率 １２．３％ ９.９％ ０．０％ ３５０.０％ ー

区　　分 R元年度比率 R２年度比率 R３年度比率 経営健全化基準
簡易水道事業特別会計 ー ー ー ２０.０％
公共下水道事業特別会計 ー ー ー ２０.０％

▼健全化判断比率

▼公営企業に係る資金不足比率

▽
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

　
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

　
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

▽特別会計の
　　　　　決算状況
　町の会計には、一般会計
と区分して、特定の収入で
支出をまかなう特別会計が
あります。
　令和３年度の５つの特別
会計の決算額は右記のとお
りです。

▽公営企業会計の
　　　　　決算状況
　公営企業会計は関係する
法律の適用を受け、利用者
からの利用料金等により事
業を行う、公営企業の会計
です。令和３年度の公営企
業会計の決算額は右記のと
おりです。

区　分 収　入 支　出 差　引

簡易
水道事業

収益的収支 １億７６１８万８千円 １億４８５０万３千円 ２７６８万５千円

資本的収支 ７１０万０千円 １億２３７１万８千円 ▲１億 1661 万８千円

※資本的収支の不足額は内部留保金等で補てんしています。

●収益的収支…サービスの提供で発生する利用料等の収益と、サービスを提供する
　　　　　　　ための費用の差引額。
●資本的収支…サービスの提供に必要な設備の拡充など資産の取得に必要な支出と、　　
　　　　　　　資産の取得に要する企業債等の収入の差引額。
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◇
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数

①
職
員
採
用
試
験
の
実
施
状
況

■
第
１
回
採
用
試
験

・
１
次
試
験　
令
和
２
年
９
月
20
日（
日
）

・
２
次
試
験　
令
和
２
年
10
月
29
日（
木
）

・
採
用
内
定　
令
和
２
年
11
月
２
日（
月
）

②
職
種
別
採
用
者
数

・
一
般
行
政
職
…
…
１
人

③
事
由
別
退
職
者
数

・
自
己
都
合
退
職
…
１
人

・
定
年
退
職
…
…
…
３
人

④
級
別
職
員
数（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）

◇
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
評
価（
能

力
評
価
お
よ
び
業
績
評
価
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◇
職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

・
職
員
の
懲
戒
処
分
…
０
件

◇
職
員
の
服
務
の
状
況

・
職
務
専
念
義
務
免
除
…
…
…
72
人

・
営
利
企
業
等
の
従
事
許
可
…
14
人

※
職
務
専
念
義
務
免
除
に
は
、
職
員
の
健
康

診
査
受
診
を
含
み
、
営
利
企
業
等
の
従
事
許

可
に
は
、
消
防
団
員
を
含
み
ま
す
。

◇
職
員
の
給
与
の
状
況

◇
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

①
勤
務
時
間
お
よ
び
休
憩
時
間
の
状
況

・
勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
休
憩
時
間
を
除
く
）

・
休
憩
時
間　
12
時
～
13
時

②
休
暇
制
度

◇
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

①
事
由
別
休
業
等
件
数

・
育
児
休
業
…
…
…
…
３
件

②
育
児
休
業
等
の
制
度
概
要

・
育
児
休
業
…
当
該
職
員
の
３
歳
に
満
た
な

い
子
を
養
育
す
る
た
め
、
当
該
子
が
３
歳
に

達
す
る
日
ま
で
、
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
。

・
部
分
休
業
…
当
該
職
員
が
そ
の
３
歳
に
満

た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
１
日
の
勤
務
時

間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
、

ま
た
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
１
日
を
通
じ
２

時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
さ
れ
る

時
間
。

・
育
児
短
時
間
勤
務
…
当
該
職
員
が
そ
の
小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養

育
す
る
た
め
、
常
勤
職
員
の
ま
ま
、
通
常
の

勤
務
時
間
よ
り
短
い
時
間
を
割
り
振
ら
れ
て

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

◇
職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保
護
の
状
況

①
職
員
の
保
健
に
関
す
る
事
項

■
健
康
診
断
受
診
状
況

・
総
合
検
診（
30
～
39
歳〔
隔
年
〕・
40
歳
以
上

〔
毎
年
〕
職
員
）

54
人
中 

49
人
受
診　
受
診
率 

90
．
７
％

・
職
場
検
診（
29
歳
以
下・
30
～
39
歳〔
隔
年
〕

職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
）

56
人
中 

56
人
受
診　
受
診
率 

１
０
０
％

（
内
、
会
計
年
度
任
用
職
員
25
人
、
再
任
用

職
員
２
人
）

②
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項

　
職
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
、
町
行
政
の

確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
職
員
互
助

会（
親
和
会
）
が
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
職
員
の
研
修
、
各

種
団
体
活
動
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
町
か
ら
の
補
助

金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
会
員
数
に
は
一
部
事
務
組
合
職
員
等
も
含

み
ま
す
。

令
和
３
年
度
愛
別
町
人
事
行
政
運
営
状
況
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
愛
別
町
人
事
行
政
運
営
状
況
に
つ
い
て

号俸 一般
行政職

技能
労務職 合計

１級 １４人 ー １４人

２級 ６人 ー ６人

３級 １５人 ー １５人

４級 １２人 ー １２人

５級 ６人 ー ６人

６級 ９人 ー ９人

合計 ６２人 ー ６２人

区　分 支給
対象者数 決算額

普通会計における
職員給与費 ６７人 ３億４５２１万４千円

昇給期間
の短縮 該当なし ー

調整手当 該当なし ー

特殊
勤務手当 １１人 ３万３千円

時間外
勤務手当 ４３人 ８０２万３千円

区　分 内　容
年次有給休暇 ２０日間 / 年

病気休暇 負傷または疾病のため療養する必要があり、勤
務しないことがやむを得ないと認められる場合

特別休暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故等
その他の特別な事由により勤務しないことが相
当であると認められる場合

組合休暇 登録された職員団体の業務に従事する場合

介護休暇

配偶者、父母、子、配偶者の父母その他の者で負傷、
疾病または老齢により日常生活を営むのに支障があ
る者の介護をするため、勤務しないことが相当であ
ると認められる場合
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■
親
和
会

・
公
費
補
助
等
総
額
…
35
万
円

・
会
員
数
…
…
…
…
…
１
１
４
人

・
一
人
あ
た
り
の

　
公
費
負
担
額
…
…
…
３
，
０
７
０
円

③
公
務
災
害
お
よ
び
通
勤
災
害
の
認
定
件
数　

・
公
務
災
害
認
定
…
…
…
１
件

◇
職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

①
職
員
研
修
の
実
績

　
下
図
の
と
お
り
。

②
勤
務
成
績
の
評
定

　
人
事
評
価（
能
力
評
価
お
よ
び
業
績
評
価
）
と

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
職
員
の
退
職
管
理
の
状
況

　
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
課
長
級
の
職
に

あ
っ
た
職
員
の
退
職
後
の
再
就
職
状
況
に
つ
い

て
、
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
事
項

　
特
に
な
し
。

区　分 期　間 場　所 人　数

新規採用職員研修 6/3 愛別町役場町民サロン １人

町村職員研修講師研修会 7/9 アートホテル旭川（旭川市） ２人

旭川市定住自立圏
（時代変化に対応したプロモーション強化研修） 7/29 ICT パーク（旭川市） ２人

メンタルヘルスセミナー（管理職）
（オンラインセミナー） 9/1 愛別町役場町民サロン ２人

税務事務（基礎）
≪固定資産税課税≫研修 9/9 ～ 9/10 自治労会館（札幌市） 1 人

町村職員法務研修（基礎編） 10/4 ～10/5 東神楽町役場 １人

法務実務（応用）研修（オンライン研修） 10/12 ～10/13 愛別町役場町民サロン １人

上川地区法務実務入門研修 10/13 上川合同庁舎（旭川市） ２人

税務事務（応用）≪固定資産税課税≫研修
（オンライン研修） 10/18 ～10/20 愛別町役場議員控室 １人

愛別町人事評価研修（評価者） 10/25 愛別町総合センター １５人

愛別町人事評価研修（被評価者） 10/26 愛別町総合センター ６８人

自治体新任管理者基礎研修 10/28 ～10/29 道庁別館（札幌市） １人

メンタルヘルスマネジメント実践研修会 11/15 かでる２・７（札幌市） １人

上川管内町村職員基礎研修会 11/16 ～11/18 愛別町総合センター １人

旭川市定住自立圏（接遇講座） 11/17 職員会館（旭川市） ３人

管理能力研修（オンライン研修） 11/30 ～12/1 愛別町役場町民サロン
愛別町役場議員控室 ２人

指導能力研修（オンライン研修） 12/2 ～12/3 愛別町役場町民サロン
愛別町役場議員控室 ２人

文章作成能力向上研修（オンライン研修） 12/9 愛別町役場町民サロン
愛別町役場議員控室 ２人

e ラーニング研修（個人情報保護一般） 7/20 ～12/28 愛別町役場 １人

e ラーニング研修（情報セキュリティ制度一般） 8/10 ～12/28 愛別町役場 2 人

e ラーニング研修（マイナンバー制度一般） 8/24 ～12/28 愛別町役場 ２人

e ラーニング研修（ICT 入門） 8/17 ～12/28 愛別町役場 1人

▼職員研修の実績
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寒
い
季
節
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

暖
房
器
具
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
誤
っ
た
使
用
方
法
か
ら
火
災
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
暖
房
器
具
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
衣
類
な
ど
の
可
燃
物
の
近
く
で
使
用
し

な
い 

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
な
ど
を
干
す

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
、
布
団
、
ふ
す
ま
な

ど
の
そ
ば
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器
具
の
そ
ば

に
置
か
な
い

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器
具
の
そ
ば

に
置
い
て
い
る
と
、
放
射
熱
で
加
熱
さ
れ
、

缶
の
内
圧
が
上
昇
し
て
破
裂
し
、
漏
れ
た

ガ
ス
に
引
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
寝
る
時
や
外
出
時
に
は
必
ず
火
を
消
す

・
布
団
な
ど
が
接
触
し
て
火
災
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
寝
る
時
や
外
出
す
る

と
き
は
暖
房
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
長
時

間
使
用
し
な
い
と
き
、
誤
っ
て
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口
金
は
確
実

に
締
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
セ
ッ

ト
す
る

・
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た

こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
後
は
、
火
気
の
な
い
と
こ
ろ
で
一

度
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
を
ひ
っ
く
り
返

し
灯
油
が
漏
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
常
備
し
て

い
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
近
づ

け
る
と
引
火
し
や
す
く
、
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
か
ら
発
生
す
る
可
燃
性
蒸
気
は
空
気
よ

り
重
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
や
す
い

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
近

く
で
使
用
し
た
り
、
詰
替
え
た
り
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
の
付
い
た
手
指
を
ス
ト
ー

ブ
に
か
ざ
す
こ
と
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
引
火

し
、
火
傷
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

10
月
17
日
、
愛
別
消
防
署
で
は
、
秋
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

消
防
車
両
で
愛
別
町
内
を
回
る
火
災
予
防

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
は
、
暖
房
機

器
の
使
用
等
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発

生
と
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

期
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
あ
わ
せ
て
町
内
の

事
業
所
を
訪
問
し
、
防
火
標
語
の
入
っ
た

色
紙
や
防
火
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

火
災
予
防
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
実
施

　

９
月
14
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
主
体
と

な
り
、
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う

え
で
本
町
通
り
の
商
店
や
事
業
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は「
防
火
」
と
書

か
れ
た
は
っ
ぴ
に
身
を
包
み
、
チ
ラ
シ
を

配
り
な
が
ら「
火
事
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
元
気
に
呼
び
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、消
防
署
前
で
は
菅
原
署
長
に
、「
僕

た
ち
、
私
た
ち
は
、
火
遊
び
を
絶
対
に
し

ま
せ
ん
。
避
難
訓
練
の
時
に
は
、
お（
押
さ

な
い
）は（
走
ら
な
い
）し（
し
ゃ
べ
ら
な
い
）

を
守
り
ま
す
。」
と
、
全
員
で
防
火
の
誓
い

を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

本
町
通
り
で
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け

　
　
暖
房
器
具
の

　
　
　
　
　
　
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！
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自
衛
官
等
募
集
の
ご
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
試
験
期
日　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
11
月
20
日（
日
）・
21
日（
月
）

　
い
ず
れ
か
１
日

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
）

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
む
）、
平
成
18
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
成
績

優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績

を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
10
月
１
日（
土
）
～
12
月
２
日（
金
）

▽
試
験
期
日（
第
１
次
試
験
） 

　
令
和
５
年
１
月
５
日（
木
）
～
７
日（
土
）

　
い
ず
れ
か
1
日

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
一
般
）

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
男
子
で
中
卒（
見
込

含
む
）、
平
成
18
年
４
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
10
月
１
日（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）

▽
試
験
期
日（
第
１
次
試
験
） 

　
令
和
５
年
１
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

　
い
ず
れ
か
1
日

※
試
験
会
場
は
い
ず
れ
も
陸
上
自
衛
隊
旭

川
駐
屯
地（
旭
川
市
春
光
町
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　
☎
０
１
６
６
‐
５
４
‐
５
６
１
７

　
総
務
企
画
課
総
務
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
１
６
）　         

　

     

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
初
霜
や
初
氷

な
ど
の
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
上
川・

留
萌
地
方
で
は
、
朝
晩
を
中
心
に
冷
え
込

み
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎

え
ま
す
。
旭
川
で
の「
初
雪
」
の
平
年
値
は

10
月
19
日
、
地
面
が
雪
に
白
く
覆
わ
れ
る

状
態
と
な
る「
積
雪
」
は
11
月
4
日
、
降
っ

た
雪
が
融
け
ず
に
積
雪
状
態
が
継
続
す
る

「
長
期
積
雪
」（
根
雪
）
は
11
月
24
日
が
平

年
値
で
す
。
今
か
ら
６
年
前
の
平
成
28
年

は
冬
の
訪
れ
が
早
く
、
旭
川
で
の
初
雪
は

10
月
20
日
と
ほ
ぼ
平
年
並
み
で
し
た
が
、

「
長
期
積
雪
」
は
10
月
29
日
と
平
年
よ
り

1
ヶ
月
程
度
早
く
な
り
、
11
月
上
旬
に
は

30
セ
ン
チ
を
超
え
る
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
年
に
よ
っ
て
は
、
急
に
積
雪

状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
峠
や
山
間
部
は
平
地
よ
り
も
気

温
が
低
い
た
め
、
峠
な
ど
で
は
路
面
が
凍

結
し
た
り
、
積
雪
状
態
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
車
で
峠
を
通
行
す
る
方
や

山
間
部
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
路
面
状
況

の
変
化
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
天
気

予
報
や
週
間
天
気
予
報
で
雪
の
予
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
車
の
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
早

め
に
冬
の
備
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
台
で
は
、「
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」

を
発
表
し
て
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結
に
よ

る
交
通
障
害
に
つ
い
て
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
の「
今
後

の
雪
」
で
は
、
１
時
間
毎
に
推
定
し
た
現

在
の
積
雪
の
深
さ
と
降
雪
量
の
分
布
、
お

よ
び
６
時
間
先
ま
で
の
予
測
を
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
天
気
予
報
や
交

通
情
報
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
地
方
気
象
台

　
☎
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

防
災
一
口
メ
モ 「
冬
に
備
え
る
」

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８（
局
番
な

し
）
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
案
内
す

る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初

の
一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
に
あ
っ

た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
」な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？  

　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ

な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８（
い

や
や
！
）」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の

相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
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愛別町がんばる会社応援交付金および愛別町がんばる会社応援交付金および
愛別町産業後継者就業等支援給付金制度のご案内愛別町産業後継者就業等支援給付金制度のご案内

愛別町がんばる会社応援交付金

愛別町産業後継者就業等支援給付金制度

▽対象となる事業所
　交付基準日１０月１日とし、同年の３月３１日時点
の常時雇用者数または前年度決算時点の常時雇用者
数から、新規学卒者、Ｕターン者、Ｉターン者を新
規雇用することにより雇用者数の増加のあった事業
所で次の事項のいずれにも該当する事業所。
①新たに常時雇用された者が、雇用された日または
交付基準日までに町内に居住していること。
②雇用保険法の規定による適用事業を行うことにつ
いて、公共職業安定所に届出を行っていること。
③町税を滞納していないこと。
※他の団体等から、同様の趣旨の交付金や補助金を
受けている場合は対象となりません。

▽対象雇用者
●新規学卒者・・・中学校以上の学校を卒業した町民

（義務教育以外は中退者を含む）で、引き続き町内に
住所を有する５０歳未満の者。
●Ｕターン者・・・過去町内に住所を有していて町外
に転出した者で、町外で就職または就学した後に当
町に再転入した５０歳未満の者。
●Ｉターン者・・・過去町内に住所を有したことがな
い者で、当町に転入した５０歳未満の者。
▽交付額
　１人につき年３０万円。
▽交付期間
　年１回の交付を２年間実施する。

▽対象者
　産業の後継者（町内で新たに起業する者も含む）で
新規学卒者、Uターン者、Iターン者で共通事項のす
べてに該当する者。
●新規学卒者・・・中学校以上の学校を卒業した町民

（義務教育以外は中退者を含む）で、引き続き町内に
住所を有する４５歳未満の者。
● Uターン者・・・過去町内に住所を有していて町外
に転出した者で、町外で就職または就学した後に当
町に再転入した４５歳未満の者。
● Iターン者・・・過去町内に住所を有したことがな
い者で、当町に転入した４５歳未満の者。

▽交付要件
・共通事項
①後継者として就業した日または町内事業所に常時
雇用者として雇用された日に、現に在住または支給
基準日までに町内に転入していること。
②町税を滞納していないこと。（本人および事業主を
含む）
※この他、給付金の種類によって要件が異なります
ので、詳しくは産業振興課農業振興係までお問い合
わせください。

種類 内容 給付額 給付時期 支給基準日
後継者定着給付金 新たに家業を継ぐ者として就業

した場合、継続して就業するた
めの定着助成として最大２年間

（４回）の給付を行う。

１回
１５万円

・前年１２月～５月までの就
業は６月に助成開始
・６月～１１月までの就業は
１２月に助成開始

・６月１日

・１２月１日

後継者定住促進
給付金

家業を継ぐ者として町内での定
住を図る者の住宅等の家賃に対
し、最大２年間（４回）の助成を
行う。

年２回
（６ヵ月分）
家賃の 1/2相当額

（上限１万円）

後継者定着給付金とあわせ
て給付する。

後継者定着給付金と同
様とする。

■問い合わせ先
　産業振興課農業振興係　☎６‐５１１１（内線２４５）
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生
活
や
仕
事
に
お
困
り
の
方
を
対
象
に

「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。「
生
活
に
困
っ
て
い
る
の
で
相
談
に

の
っ
て
ほ
し
い
」「
働
き
た
い
け
ど
就
職
先

が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
生
活
や
仕
事

に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
11
月
24
日
（
木
）

　
①
13
時
～
13
時
50
分

　
②
14
時
～
14
時
50
分

▽
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
期
限

　
11
月
22
日
（
火
）
15
時
ま
で

※
鷹
栖
町
・
比
布
町
・
当
麻
町
・
上
川
町

で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
お

好
き
な
会
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
日
時
・
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
事
業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
立
相
談
支
援
事
業
所　

　
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
８
８
０
０

　
（
メ
ー
ル
）anshin@

kam
ikaw

a19.
hokkaido.jp

生
活
・
仕
事
相
談
会
を
行
い
ま
す

生
活
・
仕
事
相
談
会
を
行
い
ま
す

予約制予約制
相談無料相談無料

　
上
川
中
部
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
の
通
年

雇
用
を
目
指
し
、
資
格
が
取
得
で
き
る
技

能
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
を

ご
希
望
の
方
は
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
直
接
協
議
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　
令
和
５
年
３
月
３
日
（
金
）
ま
で

▽
講
習
科
目

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、小
型
移
動
式
ク
レ
ー　
　
　
　
　

ン
、
玉
掛
け
、
高
所
作
業
車
、
不
整
地
運

搬
車
、
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
・
解

体
用
）、
ガ
ス
溶
接
、
足
場
組
立
等
作
業
主

任
者
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
解
体
作
業

主
任
者
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
、
足

場
組
立
特
別
教
育
等
。

▽
受
講
料

　
無
料

▽
必
要
書
類

　
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
証（
写
し
可
）、

運
転
免
許
証
、
既
取
得
技
能
講
習
修
了
証

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
上
川
中
部
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進

協
議
会　

　
旭
川
市
役
所
第
三
庁
舎
三
階
旭
川
市
経

済
部
経
済
総
務
課

　
☎
０
１
６
６
‐
２
６
‐
３
６
０
１

季
節
労
働
者
の
方
限
定
　
技
能
講
習
の
ご
案
内

季
節
労
働
者
の
方
限
定
　
技
能
講
習
の
ご
案
内

　

多
重
債
務
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
窓
口
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
「
借
金
の
悩
み
」
を
親

身
に
な
っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
11
月
16
日
（
水
）　
10
時
～
12
時

▽
場
所

　
旭
川
地
方
合
同
庁
舎
西
館
１
階

　
第
１
共
用
会
議
室
（
旭
川
財
務
事
務
所
）

　
（
旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３
番
15
号
）

▽
主
催

　
北
海
道
財
務
局
、
旭
川
財
務
事
務
所

▽
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
財
務
局　
相
談
員
直
通
（
常
設
）

　
☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４
、

　
ま
た
は
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
５

　
※
月
曜
～
金
曜

　
　
９
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時

借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
を
行
い
ま
す

借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
を
行
い
ま
す

　未来を担う子供・若者たちのために、何
ができるか考え、行動に移してみませんか？

　コロナ禍や急激に進行する情報化、少子
高齢化など、子供・若者を取り巻く状況が
大きく変化する中、多くの子供・若者の不
安は高まり、状況は深刻さを増しています。
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
年
金
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
請
求
書（
緑
色
の
封
筒
）
が
届
い
た
方
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

予
約
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▽
受
付
時
間　
８
時
～
23
時
30
分

▽
対
象
と
な
る
相
談

　

老
齢
年
金
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
請
求

の
み

▽
予
約
で
き
る
相
談
日

　

予
約
申
込
日
の
翌
々
営
業
日
か
ら
３
カ

月
先
の
月
の
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
　
旭
川
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１　

　
自
動
音
声
案
内
後「
２
」
→「
２
」

　
予
約
サ
イ
ト

　

https://w
w

w
.yoyaku.nenkin.go.jp/

soyo/RA01/W
_RA0101SCR

※
11
月
７
日
以
降
は
、
電
話
番
号
が
左
記
の

と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
☎
０
１
６
６
‐
２
５
‐
５
６
０
６

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

                
                

　
　
　

　
　
　    

年
金
相
談
予
約
の
ご
案
内

年
金
相
談
予
約
の
ご
案
内

　皆さまが納める税金は、私たちの暮らしを支える
様々な費用に使われています。税金は、納期限まで
に納めましょう。
　なお、口座振替により納付されている方は、１１月
３０日（水）にご指定の口座から振替をいたします
ので、事前に残高の確認をお願いいたします。

●町税の納付には口座振替が大変便利です
　口座振替制度は、あなたの指定した金融機関の預
貯金口座から、納期限日に自動引き落としにより納
税することができる制度です。手数料も不要で、納
期のたびに納税に出向く必要や、納め忘れなどの心
配がなく、安全・便利・確実な制度です。ぜひ口座
振替制度をご利用ください。
　手続きは、旭川信用金庫愛別支店、上川中央農業
協同組合本所または愛別郵便局で行えます。
■問い合わせ先
　税務住民課税務係　☎６‐５１１１（内線１１７・１１８）

町道民税および固定資産税第３期、
国民健康保険税第５期分の

納期限は１１月３０日（水）です。

　
今
年
の
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

の
工
事
は
、
字
中
央
・
字
愛
別
の
区
画
整

理
工
事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
夏
季
の
降

雨
が
多
く
、
工
事
が
遅
れ
気
味
で
し
た
が
、

秋
季
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
完
了
に
向
け
た

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
も
字
中
央
・
字
豊
里
・

字
愛
山
に
お
い
て
幹
線
・
支
線
用
水
路
等

の
工
事
が
施
工
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
十
分
な
ご
注
意
と
工
事
現
場
付
近
で
の

工
事
関
係
車
両
の
出
入
り
や
交
通
規
制
等

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
本
事
業
は
、
事
業
着
手
か
ら
完
了
ま
で

長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
事
業
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
に
工
事
が
完
了
し
た
区

域
で
は
、
工
事
前
の
土
地
に
代
わ
る
耕
作

の
継
続
の
た
め
、
工
事
後
の
土
地
利
用
計

画
に
基
づ
い
た「
一
時
利
用
地
」
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
工
事
後
の
整
備
さ
れ
た
土
地

で
の
耕
作
と
な
り
ま
す
が
、
地
区
内
の
す

べ
て
の
工
事
完
了
後
に
行
う
換
地
処
分
登

記
が
完
了
す
る
ま
で
、
土
地
の
権
利
関
係

に
つ
い
て
は
、
工
事
前
の
土
地
か
ら
変
更

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
工
事
後
に
宅
地
や
雑
種
地

と
し
て「
一
時
利
用
地
」
の
指
定
を
受
け
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
工
事
前
の
土
地
が
農

地
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
建
物
等
を

建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
事
業
完
了
後
に
換
地
処
分
登
記

が
完
了
し
て
も
、
国
庫
補
助
事
業
の
た
め
、

処
分
制
限
期
間
内
は
農
地
転
用
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
農
地
整
備
課
農
地
調
整
係

　
☎
９
‐
８
０
０
８

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
推
進

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公
的
年

金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
を
踏
ま

え
、
感
染
拡
大
防
止
対
策（「
３
密
」
を
避

け
る
、
非
対
面
の
形
式
で
行
う
等
）
を
徹

底
し
た
う
え
で
行
い
ま
す
。

《
主
な
活
動
予
定
》

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に「
ね

ん
き
ん
月
間
ペ
ー
ジ
」
を
設
置

・
公
的
年
金
制
度
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て「
わ
た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

エ
ッ
セ
イ
の
受
賞
作
品
の
公
表（
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

・
大
学
・
高
校
等
の
教
育
機
関
や
事
業
所

等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
年
金
セ
ミ

ナ
ー
」や「
年
金
制
度
説
明
会
」の
開
催（
要

請
が
あ
り
、
か
つ
十
分
な
感
染
拡
大
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

場
合
の
み
、
対
面
式
で
開
催
）

・
年
金
委
員
功
労
者
表
彰
式
の
開
催（
関
係

者
の
み
）

※
年
金
委
員
と
は
、
年
金
の
制
度
や
手
続

き
に
つ
い
て
、会
社
や
地
域
で
周
知・啓
発
、

相
談
、
助
言
等
の
活
動
を
行
う
民
間
協
力

員
で
す
。
年
金
委
員
は
、
活
動
に
よ
り「
職

域
型
」
と「
地
域
型
」
の
２
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。「
職
域
型
」
は
主
に
厚
生
年
金
保
険

適
用
事
業
所
内
で
、「
地
域
型
」
は
主
に
自

治
会
等
の
地
域
に
お
い
て
活
動
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、

後
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

た
だ
く「
年
金
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確
認
や

年
金
見
込
額
を
試
算
で
き
る「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
ご
利
用
登
録
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
可
能

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
日
本
年
金
機
構
Ｈ
Ｐ

　

https://w
w

w
.nenkin.go.ne.jp/

　

n_net/

1111
月月
3030
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

▷所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　愛別町字北町２９８番地１
▷募集する居室　

・１人部屋（３６．１㎡）…５室
（１ＬＤＫ　居間、４．５畳和室、台所、洗面室、トイレ）
・２人部屋（４１．５㎡）…２室
（１ＬＤＫ　居間、６畳和室、台所、洗面室、トイレ）
▷入居の要件　

　愛別町内に住所を有する方で、６５歳以上の１人暮ら
しまたは夫婦のみの世帯で、独立して生活をすること
に不安のある方
▷利用料（月額）
①居室の使用料

②暖房、水道料金、下水道料金
・１人部屋………８千円
・２人部屋…１万２千円

③電気料金　メーターによる実費を負担
▷高齢者生活福祉センターでの生活　　　　　　　　　   

・食事は自炊です。
・常駐の職員による生活上の相談や助言などの支
援が受けられます。
・日用品や食料品の購入は、週１回来所する移動
販売車をご利用ください。
・日常生活上の見守り、支援、軽度の介護が必要
な場合、介護保険の在宅サービス等（ホームヘル
パー、デイサービスなど）の利用も可能です。
■問い合わせ先
　社会福祉法人愛別福祉会　☎６-４７７０
※申込み、見学等随時受付しています。

高齢者生活福祉センター　入居者を募集しています高齢者生活福祉センター　入居者を募集しています

収入額（前年の収入） 利用者の負担額
１２０万円以下の場合 ０円

１２０万円を超える場合
（収入に応じた基準により負担）

４千円～５万円

（居間）（居間）
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熊倉隊員 谷合隊員 齊藤隊員

新しく地域おこし協力隊が増えました！！

情報発信業務
齊藤　淳さん
さい  とう　     じゅん

出身：茨城県

趣味：呑み鉄

特技：道内の市町村にはナビなし

　　  で行けます。

秘話：JR北海道全線制覇したこと

　　  があります。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ひとこと
　出身は茨城県です。大学が北見だったので、それからほとんど道内で生活しています。今まで住んでいたと
ころが海の近くだったので、やっと内陸の方に来られて良かったです。実は海鮮物が苦手なんです…
　鉄道に乗りながらいろんな場所を旅するのが好きで、吞みながら、グルメも楽しみながら休日を過ごすこと
があります。石北線に乗るのも好きだったので、何度か愛別辺りも通っていました。自然が豊かでのどかな場
所だと感じます。１０月から愛別町役場で勤務し始めましたが、まだまだ知らないことばかりで毎日勉強の日々
が続いております。愛別町のいろいろな方と関わりながら少しずつ町の良さを知っていきたいと思います。

特産振興業務 情報発信業務

NEWNEW



1313 2022.112022.11広報広報

■問い合わせ先
　保健福祉課保健推進係　☎６-５１１１（内線１３５）

今月の担当　石川保健師

　１１月１４日は、「世界糖尿病デー」です。生活習慣病の代表的な疾患の一つに
糖尿病があります。日本でも糖尿病の疑いが強くある人が約１，０００万人、糖尿
病になる可能性を持つ「予備群」となる人が約１，０００万人と、リスクを抱えて
いる人が約２，０００万人存在していると言われています。糖尿病についてチェッ
クし、発症や進行を防いでいきましょう。

★検査値では、血糖値と HbA1c をチェック！
＜糖尿病を疑う基準＞
・空腹時血糖 126㎎ /dl 以上、随時血糖は 200㎎ /dl 以上
・HbA1c：6.5％以上
（※ HbA1c は 1 ～ 2 ヵ月前の平均血糖値を反映したものです）

〇 1型糖尿病は ・・・生活習慣とは関係なく、膵臓からインスリン（血糖値を下げるホルモン）を分泌す
　　　　　　　　　  る細胞が壊れされてしまうことで発症となる型です。
◯２型糖尿病は・・・食事や運動の生活習慣から発症していく型です。

　長い間、血管内に多くの糖があると血管を傷つけてしまいます。糖尿病の発症から、やがて合併症の
発症（神経障害、網膜症、腎症）につながってしまいます。

なぜ良くない？
①食べ過ぎる
糖（炭水化物）をたくさん摂っただけイン
スリンも大量に使われてしまいます（一生
で使える量は決まっています）。
②運動不足
エネルギーを使わないので体に蓄えてし
まいます。→肥満
肥満はインスリンが効きにくい体になる
ので、インスリンを大量に使ってしまい
ます。

食事のポイント
・炭水化物（ご飯、麺、パン、芋、カボチャなど）の食
べ過ぎや重ね食べはしないようにしましょう。
・野菜のおかずから先に食べましょう（糖の吸収を緩や
かにしてくれます）。
・アルコール（ビール・発泡酒など）も炭水化物なので
飲みすぎないようにしましょう。
・お菓子は少量にして夕方までに食べるなど工夫しま
しょう。
おすすめの運動
・有酸素運動（ウォーキング、水泳など）
・筋力トレーニング（ダンベル、スクワットなど）

糖尿病の型とは？

体に糖がたくさんあると（高血糖状態）何が悪いの？

生活習慣の改善を！

「糖尿病について」

今月のテーマ

健康診断での
基準値は５．５％
以下です。
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ピザ釜の火入れ式 開催

　１０月２日、愛別神社にてピザ釜の火入れ式が
開催されました。ピザ釜は、宮司の丸井さんが旭
川在住の知人とともに作成し、「愛別町内はもち
ろん、町外からも多くの方に愛別町を訪れていた
だき、まちおこし・食育の一助を担えれば」と思
いを語ってくださりました。
　ピザ釜は、町内外の方が気軽に使用できるよう
今後体制を整える予定です。

　９月２３日、第４８回少年野球あいべつ大会があ
いべつ球場で開催されました。愛別野球少年団は、
第１試合の北野野球少年団に６対２で勝利し、続
く当麻・緑が丘合同チームには、悪天候による降
雨コールドで７対４で勝利し、優勝することがで
きました。雨の中、子どもたちは声を出しながら
一生懸命に戦い、会場ではたくさんの拍手が沸き
起こりました。

優勝！！愛別野球少年団秋の収穫祭賑わう
「びっ蔵市」 開催

　１０月８日、蔵ＫＵＲＡＲＡらにて、「びっ蔵市」
が開催されました。会場では、町内各商店による
特売、南瓜や玉葱、ホタテなどの販売のほか、お
得な抽選会も行われ多くの人で賑わいました。
　テイクアウトグルメも多数販売され、美味しい
秋の魅力に、来場した方の笑顔が溢れていました。

「私の地元応援募金」 贈呈式、

包括連携協定締結式 開催
　９月３０日、明治安田生命様より「私の地元応
援募金」として多大なるご寄附を賜りました。
寄附金については、教育・保健・福祉など、幅広
い分野で活用させていただきます。
　また、令和４年２月に締結した包括連携協定
については、町民の健康増進やサービス向上を
図ることを目的としており、今後、幅広い分野
での連携強化を図っていきます。
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SSUKKOYYAKKA
ああかちちゃんん！

いっぱい食べて、大きくなってね！

緑
みどりかわ

川　想
そ ら

良　くん

令和３年１１月２５日生　南町２区

緑川新之介さん・奈穂美さん

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

愛
別
町
教
育
表
彰
受
賞
者
決
定

愛
別
町
教
育
表
彰
受
賞
者
決
定

　

愛
別
町
教
育
表
彰

　
教
育
奨
励
賞

　
人
形
劇
団
キ
ノ
ッ
ピ
ー
　
様

　
平
成
10
年
に
団
体
を
設
立
さ
れ
、
文
化
祭
に
毎
年
出
演
す
る
ほ
か
、
町
内
外
の

こ
ど
も
園
や
公
民
館
、
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
公
演
を
実
施
し
、
文
化
活
動
を
通

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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令和４年１０月１日現在令和４年１０月１日現在

愛別町行政機構図愛別町行政機構図

町 

長

　

矢 

部 

福

二

郎

副

町

長

　

金 

子 

公 

保

総務企画課長
　　武　田　典　明

税務住民課長
　　　宮　林　拓　也

産業振興課長
　　　　大　山　育　夫

農地整備課長
　　河　合　和　朋

会計管理者
　　阪　口　貴　彦　

課長補佐
　　髙　橋　留　美

参事
　　榎　本　アカネ

課長補佐課長補佐
　　髙　田　直　樹　　　髙　田　直　樹　

課長補佐
　　　　中　富　　　崇

課長補佐
　　山　内　　　進

財務係長
（兼） 上　北　泰　志

防災安全係長
　　 　　 横　畠　逸　生

企画財政係長
　　 羽　野　浩　司

情報発信係長
（兼）石　川　友　教

税務係長
　　 中　山　愛　紀

戸籍年金係長
（兼）髙　橋　留　美

生活環境係長
（兼）多津美　　　聡

保健推進係長保健推進係長
　　 　　 西　部　紘　子西　部　紘　子

国民健康保険係長
　　 　　 横　畠　亜　希

農業振興係長

　　　田　邊　計　吾

林務係長
（兼）作　田　峰　之
商工観光係長兼特産振興係長

　　　飯　濱　正　人　　　　　　　　　　　　　　

農地調整係長農地調整係長
　　　　重　森　　　淳

土木係長兼上下水道係長　　　　　
    荒　　　　宣　人

管理係長
　　栗　栖　晃　子

主査 木　戸　有希子

保健師長 𠮷　野　梨　乃　野　梨　乃

保健師 石　川　琴　実

主事 柴　田　ななみ介護保険係長
　　 端　場　大　竜

建築係長
　　星　　　宗　宏

主事 西　川　雅　晃西　川　雅　晃

主事 廣　富　光　晟

主事 佐　藤　寛　太

地域林政アドバイザー

工　藤　　　勉

主事 草　野　由依奈

主事 上　田　琴　古

主事 阿　部　快　斗

主事 野　沢　凪　紗

主査 中　山　千　晶

主事 荒　　　晴　日

主事 荒　木　紳　也

主事 武　田　悠　斗

主事 山　形　知　輝

主事 齊　藤　万　愛

（併） 木　全　智　美

再任用 中　井　一　夫

再任用 松　田　守　一

総務係長
　 　大　村　さやか

課長補佐
　　　　多津美　　　聡

主事 中　嶋　涼　平

主事 谷　本　拓　斗谷　本　拓　斗

課長補佐
　　石　川　友　教

主査 三　島　浩　司

技師 渡　辺　和　樹

地域包括支援センター長
（兼）長谷川　純　子

地域包括支援センター保健師長地域包括支援センター保健師長

真　田　理　絵真　田　理　絵

主任介護支援専門員

大　家　世　月

保健福祉課長保健福祉課長
　　長谷川　純　子　　　長谷川　純　子　

主事 松　井　茂　樹

（兼） 阿　部　快　斗

課長補佐
　　作　田　峰　之

建設管理課長
　　矢　野　倫　治

福祉係長
　　 田　邊　紗央理

課長補佐
　　　　上　北　泰　志
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※１０月１日付けの人事異動により職員の配置が下記のとおり※１０月１日付けの人事異動により職員の配置が下記のとおり
となりました。となりました。
　なお、今回の異動箇所は　　　　　で表示しています。　なお、今回の異動箇所は　　　　　で表示しています。

教

育

長

　

馬 

場 

信 

明

教育次長教育次長
　　谷　田　道　明　　谷　田　道　明

幼児センター園長
　　高　橋　俊　夫高　橋　俊　夫

主幹
　　河　合　みどり

副園長
　　岡　田　昌　子

総務・学校教育係長
　　太　田　温　子

社会教育係長
　　井　上　雄　太

総務運営係長
    田　上　奈　央

教務保育係長
　　中　村　隆　一　　中　村　隆　一

子育て支援係長子育て支援係長
（兼） 森　川　儀　彦

幼児センター事務長幼児センター事務長
　　　　森　川　儀　彦

事務局長
（併）大　山　育　夫

　　（併）    石　川　友　教 　　（併）  羽　野　浩　司  羽　野　浩　司 　　(併）  横　畠　逸　生

　　（併）   大　村　さやか　　 　　（併）    中　山　千　晶 　　（併）    荒　木　紳　也

　（併）    武　田　悠　斗 　（併）    山　形　知　輝山　形　知　輝 　（併）  齊　藤　万　愛

書記長
（併）  武　田　典　明

農業委員会農業委員会

事務局長
　　齋　藤　完　司町　議　会町　議　会

選挙管理委員会選挙管理委員会

大雪消防組合大雪消防組合
愛別消防署愛別消防署

愛別町外３町愛別町外３町
塵芥処理組合塵芥処理組合

主事 鈴　木　堅　也

主事 宮　﨑　万由有

主事 𠮷　澤　鴻　廉

教育推進アドバイザー

山　村　美　勝

教育委員会教育委員会

書記次長
（併）  上　北　泰　志

事務長事務長
　　　　小　森　　優

事務次長事務次長
　　宮　川　好　美　　宮　川　好　美

国民健康保険国民健康保険
愛別町立診療所愛別町立診療所

主任 髙　橋　和　枝髙　橋　和　枝

主任 中　野　えりな中　野　えりな

主任 高　田　友　美高　田　友　美

主任 奥　山　妙　子奥　山　妙　子

所

長

医

師

医

師

的

　

場

　

光

　

昭

椎

　

名

　

弘

　

忠

赤

　

間

　

保

　

之

監　　査監　　査
　　（併）    齋　藤　完　司

　（併）    木　全　智　美

主任 田　中　千　佳

保育教諭保育教諭 松　林　千　佳松　林　千　佳

保育教諭保育教諭 林　　　葵裕美林　　　葵裕美

保育教諭保育教諭 宮　川　　　健宮　川　　　健

保育教諭 松　村　はるか

保育教諭 谷　口　彩　月

再任用 小　川　ちひろ

主事 乙　竹　　　陸

主幹
　　木　全　智　美

署長
　　菅　原　勝　昭

次席
　　中　嶋　勝　宏

庶務係長兼経理係長
　　加　藤　直　也

消防団事務係長兼機械係長
　　端　場　直　樹

予防係長
　　遠　藤　伸　朗

警防係長
　　藤　江　建太郎　　

救急係長
　　工　藤　康次郎

次席
　　三　浦　貴　典

次席
　　久保田　聖　作

広報係長
　　去　渡　英　順

通信係長
　　松　島　恭　平　　

（大雪消防本部より派遣）

富沢衛生センター所長富沢衛生センター所長
　　清　水　康　裕　　清　水　康　裕

総務係長総務係長
　　 花　田　敬　亮　　 花　田　敬　亮

業務係長兼業務係長兼安全衛生推進係長安全衛生推進係長
（兼） 安　藤　公　浩（兼） 安　藤　公　浩

施設管理係長施設管理係長
（兼）井　口　　　圭（兼）井　口　　　圭

　　福　田　芳　洋　　福　田　芳　洋

主幹
　　井　口　　　圭　

参事
　　伊　藤　克　亨　

主幹
　　安　藤　公　浩

主査主査 丸　山　和　秀丸　山　和　秀

松　井　太　郎松　井　太　郎

久　米　純　矢久　米　純　矢

栗　本　拓　美栗　本　拓　美

西　畑　太　陽

再任用 西　尾　伸　一

大雪消防本部へ派遣

齊　藤　　斉　
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～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎０１６６‐８４‐７１１１　Fax０１６６‐８４‐７３３３　（メール）kitayon@potato.ne.jp
開設時間８：３０～１７：１５（土日、祝日、年末年始を除く）
・障がい者虐待防止センター　☎０１６６‐８４‐７２２２（専用電話・２４時間対応）

地域生活支援拠点を知っていますか？③

共生型交流館「ぽんて」にきたよん相談日を開設します共生型交流館「ぽんて」にきたよん相談日を開設します

●地域生活支援拠点の利用を希望される方は、事前の登録が必要です。
①お住まいの町の役場保健福祉課またはきたよんで手続き（事前登録申請書を記入）をします。
②後日、ご本人と相談員がお話をし、生活の様子や状況の確認をします。

▷日時　　１１月２１日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」
　　　　　（愛別町字本町１７０番地）
▷申込　　相談は予約制です。１１月１８日（金）まで
　　　　　に右記問い合わせ先へお申し込みください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１３８）
　　　　　　　　　　FAX 9‐３９３３
　上川中部基幹相談支援センター　
　　　　　　　　　　☎０１６６‐８４‐７１１１
　　　　　　　　　　FAX０１６６‐８４‐７３３３　　

→利用にあたっては登録が必要です。登録を希望される方は事前登録申請書を提出してください。

第１０７号「宿泊研修を終えて」
　10 月４日から６日まで帯広方面にて、１学年宿泊研修が行
われました。
　初日に訪れた「サホロリゾート・ベアマウンテン」では、
専用のバスに乗り、森の中を動き回るヒグマを観察しました。
ヒグマたちと同じ目線で観る世界は臨場感に溢れ、生徒は大
いに盛り上がりました。２日目の帯広市内での自主研修は、
学級ごとに交通手段や料金、見学場所を調べて行程を決めました。戸惑いながらも友達と協力しながら進める
ことができ、絆が深まりました。また、「柳月」や「明治製菓」の企業見学では、見学や質問をとおして働くこ
との意味や必要な力について学びました。３日間を通して全員がルールやマナーを意識して行動し、楽しく充
実した活動になりました。最後になりますが、宿泊研修では、愛別町のスクールバスを全日程で利用させてい
ただき、誠にありがとうございました。
( １学年主任：山形　洋美 )

質問 1.　事前登録ってなんですか？

→ご本人やご家族が登録することができます。
質問２.　誰が登録できますか？

→親元からの自立などを希望し、生活体験や福祉サービス事業所などの体験をしたい方、
緊急時に支援先が見込めない障がいのある方が対象になります。

質問３.　登録できる対象者は誰ですか？

　障がいをお持ちの方の重度化や高齢化、「親亡き後」を見据えて地域で安心して生活
を続けられるように整えていきます。　
　地域生活支援拠点についてのご相談やお問い合わせにつきましては、お住まいの町
の役場保健福祉課または、上川中部基幹相談支援センターへご連絡ください。

地域生活支援拠点
イメージキャラクター

　すーぱーきたよんちゃん
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　皆さんこんにちは！
　お元気ですか？愛別での最初の数カ月は素晴らしいものでした！皆さんとても親切で歓迎してくれました。
秋は私の好きな季節で、葉の色が変わる美しさを楽しみました。ハイキングに行って、紅葉の写真をたくさん
撮りました。秋で好きなことの１つとして、スープを食べ始める時期だということです。スープが大好きで特
におでん、クリームシチュー、鍋などの日本のスープが大好きです。
　アメリカでは、毎年１１月にサンクスギビングがあります。その年の感謝の気持ちを伝え合う日です。大きな
七面鳥のローストチキンをメインディッシュに、たくさんの食べ物があります。今年は日本で働けて生活でき
ることに感謝しています。
　最近、私は札幌と小樽に旅行に行き、いくつか興味深い場所を探索することができました。最も興味深かっ
たのは、ラベンダー畑に囲まれたところの下に大きな仏像があるブッダの丘でした。仏像の近くには、ストー
ンヘンジとイースター島の彫刻がありました。これらの異なる像を全て一緒に見るのは非常に興味深いもので
した。
　だいぶ寒くなってきましたね、皆さん暖かくしてお過ごしください！

Hello everyone!

以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　長谷川　實　様の葬儀に際して　当  麻  町　長谷川浩保　様
　故　太田　節子　様の葬儀に際して　南町４区　太田　陽一　様
　故　福田美重子　様の葬儀に際して　愛山町３区　福田　久男　様
　故　長谷川スミ　様の葬儀に際して　愛山１区　長谷川一彦　様
　故　下川　忠義　様の葬儀に際して　南町４区　下川　登子　様

９月末現在・（　）内前月比９月末現在・（　）内前月比
男 １,２１５ 人  　（＋１）
女 １,３７１ 人　（－２９）
計計 ２,５８６ 人　（－２８）

世帯数世帯数 １,３２９ 世帯（－２８）

■おくやみ■おくやみ
行政区 死　亡　者死　亡　者 満年齢満年齢 死亡月日死亡月日

南町３区南町３区 　荒　木　路　一さん ９０ ９月１０日
南町４区南町４区 　太　田　節　子さん ８７ ９月１７日
愛山町３区愛山町３区 　福　田　美重子さん ８９ ９月２１日
愛山１区愛山１区 　長谷川　ス　ミさん ９４ １０月１日
南町４区南町４区 　下　川　忠　義さん ８２ １０月４日

Recently, I have traveled to Sapporo and Otaru and I was able to explore several 
interesting places. The most interesting was the Hill of the Buddha, where there is 
a large buddha statue that is mostly underground, surrounded by lavender fields. 
Close to the buddha statue are replicas of stonehenge and easter island statues. It 
was very interesting to see all of these different statues together.
It's getting a lot colder out, stay warm everyone!

How are you all? My first few months in Aibetsu so far have been great! Everyone 
has been very kind and welcoming. Fall is my favorite season and I have enjoyed 
the beauty of all of the leaves changing color. I have gone hiking and taken many 
pictures of the fall colors. One of my favorite things about fall is that it is the time 
to start eating soups. I absolutely love soups, especially Japanese soups like oden, cream stew, and nabe. 

In America, I celebrate Thanksgiving every November. It is a holiday celebrating 
everything we are thankful for during the year. There's always lots of food, with a 
large roasted turkey as the main dish. This year, I am very thankful to be able to 
work and live in Japan!

※「戸籍の窓」欄※「戸籍の窓」欄
への掲載の申しへの掲載の申し
込みは、各届出込みは、各届出
時に税務住民課時に税務住民課
戸籍年金係へお戸籍年金係へお
申し出ください。申し出ください。

住民基本台帳閲覧者の公表について

■閲覧申出者　　自衛隊旭川地方協力本部
■閲覧日　　　　令和４年１０月５日

■閲覧対象範囲　平成１９年４月２日～平成２０年４　　

　　　　　　　　月１日生まれの男子８名

■目　的　　　　陸上自衛隊高等工科学校生徒募集　
　　　　　　　　のため
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お土産お土産

２０２２（令和４）年１１月１日

■発行・編集■発行・編集
　愛別町総務企画課情報発信係　愛別町総務企画課情報発信係
　〒０７８-１４９２　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷■印刷
　㈱總北海　㈱總北海

□ホームページ□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp

　『広報あいべつ』は、愛別町ホームページでも公開しているほか、旭川ケー
ブルテレビポテトでも放送しており、写真等がカラーでご覧いただけます。

「ＨＯＫＫＡＩＤＯ　ＬＯＶＥ！
ひとめぐり号」が愛別駅へ

　今年もＪＲ北海道と日本航空ＪＡＬが運行する周遊列車「ＨＯＫＫＡＩＤＯ　

ＬＯＶＥ！ひとめぐり号」が愛別駅にやってきました。

　ひとめぐり号は３泊４日で道内を周遊する貸切列車のツアーで、１０月３日

には、鮮やかな紫色のラベンダー編成が愛別駅に停車し、町民の皆様をはじめ、

「あいちゃんマン」「ラブリーちゃん」のお出迎え・お見送りの中、乗員・乗客

の皆さまやＪＡＬのふるさとアンバサダーの皆さまと、わずかばかりの交流を

楽しませていただきました。

愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします
　愛別町では、LINE公式アカウントやフェイスブック、ツイッター、インス
タグラム、YouTubeなどの SNSを利用した情報発信を行っています。
　フェイスブックや YouTubeでは広報紙でご紹介した町内のイベントなど
の様子がもっと詳しく見られたり、インスタグラムでは町内の素敵な日常写
真などがご覧いただけます。
　ぜひそれぞれの SNSをフォロー、チャンネル登録してお楽しみください！

■１０月から広報を担当するこ■１０月から広報を担当するこ
とになりました中山です。ドキとになりました中山です。ドキ
ドキの取材デビューは１０月８ドキの取材デビューは１０月８
日に実施されたびっ蔵市。皆さ日に実施されたびっ蔵市。皆さ
んの楽しんでいる様子をカメラんの楽しんでいる様子をカメラ
に収めるべく奮闘しましたが、に収めるべく奮闘しましたが、
なかなか思うような写真を撮るなかなか思うような写真を撮る
ことができず、写真の奥深さやことができず、写真の奥深さや
難しさを痛感しました。難しさを痛感しました。皆さん皆さん
の笑顔や頑張り、素敵な日常をの笑顔や頑張り、素敵な日常を
広報紙やＳＮＳを通してお伝え広報紙やＳＮＳを通してお伝え
できるよう精進します。今後もできるよう精進します。今後も
様々なイベントなどにお邪魔さ様々なイベントなどにお邪魔さ
せていただきますので、よろしせていただきますので、よろし
くお願いいたします。（中山）くお願いいたします。（中山）

公式YouTube
チャンネル ＩｎｓｔａｇｒａｍＦａｃｅｂｏｏｋ


